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【東京国際空港】

令和６年１１月５日

航空局航空ﾈｯﾄﾜｰｸ部航空事業課
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【国際線地区】
平成22年10月供用開始

平成22年10月供用開始

管制塔

羽田空港（東京国際空港）
総 面 積 ： 1,515ha
旅 客 数 ： 8,094 万人（国内6,184万人 国際1,910万人）
貨 物 量 ： 109.9万トン （国内47.5万トン 国際62.4万トン）
年間発着枠 ： 48.6万回
運 用 時 間 ： 24時間

※旅客数、貨物量は令和5年度の値 出典：空港管理状況調書

整備地区

【第２旅客ターミナル】
令和２年３月
国際線対応施設供用開始

[Product](C) 2022 Maxar Technologies..
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東京国際空港の概要



日本航空 ㈱
（ワンワールド）

ANAホールディングス ㈱
（スターアライアンス）

会 社 名

・日本マスタートラスト信託銀行（信託口） 17.7%
・日本カストディ銀行（信託口） 6.2%
・京セラ 1.8% 他

・日本マスタートラスト信託銀行（信託口） 13.7%
・日本カストディ銀行（信託口） 3.2%
・名古屋鉄道 1.6% 他

主要株主

大型機 ３１機
中型機 ７２機
小型機 ５６機
リージョナル機 ５２機 合計２１１機

大型機 ３３機
中型機 １０８機
小型機 ７６機
リージョナル機 ２４機 合計２４１機

保有機材

（国内） 昭和２７年１０月２０日
（国際） 昭和２８年 ８月１４日

（国内） 昭和２８年１０月１５日
（国際） 昭和６１年 １月３１日

免 許 日

（国内） １０２路線
（国際） ５３路線 （R6.11月時点）

（国内） １０４路線
（国際） ５８路線 （R6.11月時点）

運航路線

ジェイエア（ＪＡＲ）
日本エアコミューター（JAC）
日本トランスオーシャン航空（JTA）
琉球エアーコミューター（RAC）
北海道エアシステム（HAC）
ジェットスター・ジャパン（ＪＪＰ）（※）
ZIPAIR Tokyo（ＴＺＰ）（※）
スプリング・ジャパン（ＳＪＯ）（※）

全日本空輸（ＡＮＡ）
エアージャパン（ＡＪＸ）
ANAウイングス（ＡＫＸ）
ピーチ・アビエーション（ＡＰＪ）(※)

グループ
企 業

(※)印の航空会社はLCC（低コスト航空会社）で、上記の保有機材、運航路線には含まれない

（R6.3月時点） （R6.3月時点）

航空会社の概要（１）
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㈱スターフライヤー㈱ソラシドエア㈱ＡＩＲＤＯスカイマーク㈱
会 社 名

・ANA ホールディングス 14.7%
・ジャパネットホールディングス

14.3%
・TOTO 4.0% 他

・株式会社リージョナルプラスウイン
グス 100%

・株式会社リージョナルプラスウイン
グス 100%

・鈴与スカイ・パートナーズ 13.3%
・ＡＮＡＨＤ：13.2%
・ＵＤＳ（ＤＢＪﾌｧﾝﾄﾞ）：10.8%
・鈴与ホールディングス：6.1% 他

主要株主

エアバスA320型機(150～162席)
11機

ボーイング737型機(174~176席)
14機

ボーイング767型機 (288席)
4機

ボーイング737型機 (144席)
8機

ボーイング737型機(177席)
29機使用機材

平成１８年１月１２日平成１４年５月２１日平成１０年１０月２６日平成１０年７月２８日
許可等
取得日

（R6.11月時点）
羽田＝北九州、関西、福岡、

山口宇部

福岡＝中部

【国内計5路線】

（R6.11月時点）
羽田＝宮崎、熊本、長崎、

大分、鹿児島、那覇

中部＝宮崎、鹿児島

那覇＝福岡、宮崎、鹿児島、神戸、

中部、新石垣

【国内 計14路線】

（R6.11月時点）
羽田＝新千歳、旭川、女満別、

釧路、帯広、函館

新千歳＝仙台、神戸、中部、福岡
函館＝中部

【国内 計11路線】

（R6.11月時点）
羽田＝新千歳、神戸、福岡、

鹿児島、那覇、下地島
新千歳＝茨城、中部、神戸、福岡
神戸＝仙台、茨城、長崎、鹿児島、

下地島
福岡＝茨城、那覇
鹿児島＝中部、奄美
那覇＝中部、神戸、茨城、下地島

【国内 計23路線】

運航路線

福岡（北九州）に本社を置き福
岡を中心とするネットワークを構
築

宮崎に本社を置き「九州・沖縄
の翼」として運航

「北海道の翼」として北海道を拠点と
するネットワークを構築

全国展開型のビジネスモデルを
追求。事業形態

の 特 徴

航空会社の概要（２）
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スプリング・ジャパン㈱㈱ジェイエア日本トランスオーシャン航空㈱ＡＮＡウイングス㈱
会 社 名

・日本航空 66.7%
・春秋航空股份有限公司 33.3%日本航空株式会社 100％日本航空株式会社 72.8％ 他

・ANA ホールディングス 100%主要株主

ボーイング737(189席)   6機
エアバス 321CEO(貨物機)  3機E170(76席)/E190(95席) 32機B737-800(165席) 14機

ボーイング737型機(166席)  39機
ボンバルディアDHC-8-400(74席)

24機
使用機材

平成２５年１２月１７日平成８年１０月３１日昭和４８年７月１７日平成１４年３月６日
許可等
取得日

（R6.11月時点）

（国内線）

成田＝新千歳、広島、北九州、那覇

羽田＝新千歳、北九州

新千歳＝北九州

計７路線 ※貨物専用路線を含む

（国際線）

成田＝天津、ハルビン、寧波、上海、

北京、大連

計６路線

（R6.11月時点）

羽田＝三沢、秋田、山形、
山口宇部、宮崎

大阪＝函館、青森、三沢、秋田、花
巻、山形、仙台、新潟、出雲、
隠岐、松山、大分、福岡、長
崎、熊本、宮崎、鹿児島

福岡＝新千歳、花巻、仙台、徳島、
高知、松山、宮崎、奄美

新千歳＝女満別、青森、花巻、
仙台、新潟

鹿児島＝奄美、徳之島

【国内 計37路線】

（R6.11月時点）

羽田＝宮古、石垣、小松、岡山
中部＝那覇
関西＝那覇、宮古、石垣
那覇＝小松、岡山、福岡、

久米島、石垣、宮古

【国内 計14路線】

（R6.11月時点）

羽田＝新千歳、中部、伊丹、関西、福岡、那

覇、神戸、稚内、紋別、中標津、函館、

秋田、大館能代、庄内、八丈島、富山、

小松、岡山、鳥取、米子、広島、岩国、

石見、徳島、高松、高知、松山、大分、

熊本、佐賀、長崎、宮崎、鹿児島

成田＝新千歳、中部、伊丹

伊丹＝新千歳、函館、福岡、青森、仙台、秋

田、福島、新潟、松山、高知、大分、

熊本、長崎、宮崎、鹿児島、那覇

関西＝新千歳、那覇、石垣

福岡＝新千歳、中部、小松、対馬、福江、宮

崎、那覇

など 計１０４ 路線

運航路線

春秋航空（中国)のネットワークを
活かした事業運営

日本航空の連結子会社沖縄を拠点とする日本航空の連結子
会社

ANAホールディングスの連結子会
社事業形態

の特徴

航空会社の概要（３）
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時間帯 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 21 22 23 24

到　着

出　発

･･･「国内線の権益時間帯」。権益として発着枠を配分。

･･･「権益外時間帯」。国内線の配分対象外で航空会社が希望すれば使用可能。

･･･国際線の権益配分区分。それぞれ配分された時間帯でのみ権益を行使可能。

8 20

深夜早朝時間帯

深夜早朝時間帯

混雑時間帯

混雑時間帯

特定時間帯

特定時間帯

混雑時間帯

特定時間帯 深夜早朝時間帯

昼間時間帯

昼間時間帯 深夜早朝時間帯

東京国際（羽田）空港の権益時間帯及び権益外時間帯

東京国際空港の発着調整基準（１） ５．（１）①関係
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１．定期便の発着回数

国際定期便（昼間時間帯） ２６６回/日

国際定期便（深夜早朝時間帯及びリレー時間帯） ９０回/日

国内定期便（昼間時間帯） ９３０回/日

※国際定期便は１日当たり３４６回を上限とする

２．１時間当たりの発着回数 昼間最大90回、夜間最大20回での出発･到着の組み合わせ

３．発着機数を抑制する時間帯「ファイアーブレークゾーン」

出発 ： ８回/日 到着 ： ８回/日

４．公用機等枠 ３０回/日 （出発：１５回 到着：１５回）

東京国際空港の発着調整基準（２）

５．（１）①関係
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※上述は、 ２０２４年冬期スケジュール期間（R6.10.27～R7.3.29）の設定時間帯

○ファイアーブレークゾーン（出発８回、到着８回）

出発 １２時台、１８時台前半 各１回
１５時台後半 ２回
２０時台 ４回

到着 １２時台 ５回
１４時台 １回
２２時台 ２回

○公用機等枠（出発１５回、到着１５回）

出発 ７時台、９時台、１０時台、１２時台、１３時台、
１５時台前半、１５時台後半、１７時台、２１時台 各１回
８時台、１６時台 各２回

到着 １１時台前半、１３時台、 １５時台前半、
１７時台、２０時台、２１時台、２２時台 各１回
１８時台前半 各２回
７時台、８時台 各３回

東京国際空港の発着調整基準（３） ５．（１）①関係
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航空保安業務提供時間（運用時間）及び利用時間（１） ５．（１）②関係
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航空保安業務提供時間（運用時間）及び利用時間（２） ５．（１）②関係
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各機種ごとの地上滞在所要時間

所要時間型式区分

45～55分Ｂ７７７
大型ＪＥＴ機

55分Ａ３５０

45分～55分Ｂ７８７
中型ＪＥＴ機

35～45分Ｂ７６７

30～40分Ｂ７３７

小型ＪＥＴ機

30～45分Ａ３２０

４0～55分Ａ３２１

75分３２Ｘ

25分～30分ＥＲＪ

30分ＣＲ７

30分ＤＨＣ８
プロペラ機

30～40分ＡＴＲ

５．（１）②関係
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東京国際空港（国内線）路線数・便数・旅客数・利用率の推移

【東京国際空港】

(注)路線数は各年度２月ダイヤ、便数は実績（航空輸送統計年報より算出）、

令和７年のみ便数は２～３月のダイヤ申請による便数

[便数/日]
[路線数] [旅客数] [利用率]

５．（２）①関係

5938万人

1887万人

2795万人

5166万人

6048万人

69.9%

45.8%

51.%

65.5%

73.5%

%

25%

50%

75%

100%

万人

1000万人

2000万人

3000万人

4000万人

5000万人

6000万人

7000万人

旅客

利用率

493.5便 495.5便

183.1便

355.3便

496.8便
482.1便

502.8便

48路線 48路線

49路線 49路線 49路線 49路線 49路線

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55
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50.0

100.0
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東京国際空港(国内線)の航空会社別運航回数及びシェア

令和7年2月～３月ダイヤ

５．（２）①関係
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運航便数 502.8便/日



東京国際

東京国際空港における国内ネットワークの現状 ５．（２）②関係
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※ Ｒ７．２月１日～3月29日運航計画より作成



令和６年羽田発着枠配分基準検討小委員会報告書 （概要）
５．（２）②③関係
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(内訳)

配分枠
航空
会社

新規
参入枠

(暫定使用)

政策枠特定既存優遇枠

地方枠自由枠
地方路線利
便性向上枠

際内乗継
改善枠

特定既存
自由枠

特定既存
地方枠

3５4652336329

新規参入を
希望する

航空会社が
いないため
暫定使用

発着枠
コンテストの
評価結果に
応じて配分

17.515137.0%172.5全日本空輸

12.516839.4%183.5日本航空

248238.2%38ｽｶｲﾏｰｸ

174114.9%23AIRDO

157125.6%26ｿﾗｼﾄﾞｴｱ

494244.9%23ｽﾀｰﾌﾗｲﾔｰ

東京国際空港の発着枠配分の内訳
５．（２）②③関係
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○ 地方路線や少数便路線の維持・拡充を促すため、使用先を国内地方路線に限定した発着枠を配分して
いるほか、競争促進を図る観点から大手以外の航空会社を優遇する発着枠を配分している。

地方枠

新規参入枠

国内地方路線※を運航する便に使用するための発着枠

国内地方路線※を運航する便に使用するための発着枠で、特定既存航空会社に優先的に配分されるもの

特定既存地方枠

※「羽田＝新千歳、伊丹、福岡、那覇」以外の羽田発着路線。

競争促進を図る観点から、新規参入航空会社に優先的に配分される発着枠で、国内地方路線※を運航する便に
使用可能

地方枠、特定既存枠、新規参入枠
５．（２）②関係

競争促進を図る観点から、既存航空会社のうち大手航空会社に該当しない会社に優遇的に配分される発着枠

特定既存優遇枠
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令和2年冬ダイヤ（2020/10/29）より、羽田の国内線発着枠のうち６路線について、政策コンテスト枠として配分。

政策コンテスト枠は、地域が航空会社とのパートナーシップを通じて実施する地方航空ネットワークの維持・充実のための
提案内容を評価して、特別に１枠づつ配分したもの。

令和5年3月に開催した「羽田発着枠コンテストの評価等に関する懇談会」において、有識者による中間評価を実施。

いずれの対象路線についてもその取組に一定の効果があると認められたことから、発着枠の期間を令和7年（2025年）3月
29日まで継続することとした。

○実施主体：
山形県、山形空港利用拡大
推進協議会、JAL

○事業内容例:
・「山形空港サポーターズクラブ」
によるビジネス客の囲い込み 等

○実施主体：
鳥取県、ANA

○事業内容例:
・ANAとの共同キャンペーン
「ANA鳥取多美」を通じて、女子旅
をターゲットにした情報発信を展開 等

○実施主体：
島根県、萩・石見空港利用拡大
促進協議会、ANA

○事業内容例:
・元乃隅稲成神社などの絶景をめぐる
萩・石見空港発周遊バスの運行 等

配分対象路線

羽田＝鳥取（ANA4便→５便）

羽田＝石見（ANA1便→２便）

羽田＝山形（JAL１便→２便)

○実施主体：
秋田県、大館能代空港利用
促進協議会、ANA

○事業内容例:
・「秋田犬」や教育分野など多様な
資源を生かした交流機会の拡大 等

羽田＝大館能代（ANA2便→3便)

羽田＝三沢（JAL3便→4便)

○実施主体：
青森県、三沢空港振興会、JAL

○事業内容例:
・青森・三沢両空港のファンクラブ
「A-Wing」会員の空港ラウンジ
無料化 等

羽田＝下地島（SKY 0便→1便)

○実施主体：
宮古島市、沖縄県、下地島
エアポートマネジメント(株)、SKY

○事業内容例:
・離島観光プロモーション
の強化 等

概要

羽田発着枠政策コンテストについて ５．（２）②関係
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１便ルール

それぞれの航空会社内における発着枠の他路線への転用により減便される路線の当該転用後の便数が、当該
路線を運航している全航空会社の便数の合計で１便未満になる場合に、当該発着枠を回収し、運航を希望する
航空会社を募集することとする制度

（『東京国際空港の新B滑走路の供用に伴う新規発着枠の配分について（平成12年3月10日空事第80号）』）

羽田空港における少便数路線（総便数３便以下の路線）をグループ化し、減便時には他の少便数路線にのみ転
用することができることとする制度 （『当面の羽田空港の望ましい利用のあり方に関する懇談会』報告（平成16年9月））

３便ルール

【１便ルールが適用された事例】
平成14年11月、ANAが1便運航していた羽田＝山形線を廃止したため、国土交通省が、当該路線発着枠を使用して、羽田
＝山形線を運航する航空会社を募集したところ、JASが運航することを申し出、平成15年4月より運航開始。以後、現在ま
でJAS（平成16年4月以降はJAL）によって1便の運航が継続されている。

【３便ルールが適用された事例】
平成20年11月より、ANAが運航していた羽田＝大島を1便減便し、羽田＝佐賀（2便）を1便増便した。

１便ルール・３便ルールの概要
５．（２）③関係

３便以下の路線

JAL
１２.0枠

ANA
27.0枠
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ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ･
ｼﾞｬﾊﾟﾝ

ｽﾀｰﾌﾗｲﾔｰ
ソラシド
エア

ＡＩＲＤＯ
スカイ
マーク

日本航空全日本空輸路線

1１２81７17新千歳

8131719福岡

361３1３．５那覇

4486鹿児島

435関西

231釧路

233函館

343山口宇部

110.３３北九州

４6５長崎

585熊本

464大分

６65宮崎

1515大阪

２．５3女満別

34旭川

34帯広

45秋田

21中部

64小松

62神戸

55岡山

７８広島

64徳島

76高松

ｽﾀｰﾌﾗｲﾔｰ
ソラシド
エア

ＡＩＲＤＯ
スカイ
マーク

日本航空全日本空輸路線

66松山

55高知

22石垣

12宮古

1稚内

1中標津

1紋別

6青森

4三沢

3大館能代

５庄内

2山形

3八丈島

3富山

１能登

3南紀白浜

5鳥取

6米子

5出雲

2石見

5岩国

5佐賀

1奄美

1下地島

○ ４社以上競合：４路線 ３社競合：９路線 ２社競合：１６路線 単独：２０路線

※ 会社ごとの便数は、混雑空港運航許可申請における令和７年２月１日～３月２９日の１日あたりの往復便数。

羽田発着路線の競合状況
５．（２）④関係
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羽田空港航空機衝突事故の概要
参考

事故概要

2024年1月2日17:47頃、JAL516便（新千歳発羽田行き）が、被災地への支援物資輸送準備中の海上保安庁所属JA722AとC滑走路上で衝突。

日本航空JAL516便 エアバス式A350-900 乗員12名、乗客367名（うち幼児8名） 総計379名【全員生存（負傷等17名）】
海上保安庁所属JA722A ﾎﾞﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ式DHC8-300 乗員6名【1名生存、5名死亡】

他便への影響

A・B・D滑走路は1月2日 21:29に運用再開
C滑走路は1月8日0:00に運用再開
1月2日～9日までに欠航1491便、約26万人の旅客影響

事故原因等の調査の状況等

1月2日より運輸安全委員会の調査が開始されており、現在も運輸安全委員会において調査中。

国土交通省による事故対策検討委員会の設置

事故を受け、国土交通省は滑走路上における航空機等の衝突防止のための更なる安全・安心対策をハード・ソフト両面から検討するた
め、有識者等から成る「羽田空港航空機衝突事故対策検討委員会」を設置。

同委員会の中間とりまとめでは、「航空機の滑走路誤進入事案は、発生率は低くとも依然として発生しており、根絶に至っていない」現
状を踏まえ、「滑走路誤進入対策の更なる強化を図る必要がある」として、ヒューマンエラーの防止等の講じるべき対策が提示された。（詳
細次葉）



羽田空港航空機衝突事故体策検討委員会 中間とりまとめ（概要）
参考
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定時運航率のコロナ前との比較
参考

定時運航率期間

89.28%H31年4月～R1年6月
85.61%R1年7月～9月
88.10%R1年10月～12月
92.91%R2年1月～3月
88.91%令和元年度

令和元年度

※定時運航率＝全体の便数に占める出発予定時刻以降15分以内に出発した便数の割合

定時運航率期間

88.49%R5年4月～6月
82.32%R5年7月～9月
85.34%R5年10月～12月
83.66%R6年1月～3月
84.95%令和5年度

令和５年度



首都圏空港の機能強化について

24

○ 羽田空港・成田空港は旺盛な航空需要に対応するため、これまで段階的に増枠を実施。
○ 2030年訪日外国人旅行者数6,000万人の政府目標の達成や、我が国の国際競争力の強化等の中
長期的観点から、首都圏空港の機能強化は必要不可欠。

羽田空港機能強化
2028年度末目途の完成に向け、C滑走路の新設等の機能
強化を進める。これにより、年間発着容量50万回化を実現
。

2500m⇒35
00m

3500m
増設

2020年３月29日から新
飛行経路の運用を開始し、
国際線の年間発着容量を
約４万回拡大。

南風運用の割合
約４割（年間平均）

南風時新経路の運用時間
１５：００～１９：００
（切替時間を含むため、
実質３時間程度の運用）

成田空港機能強化

2010年10月まで

羽田空港 成田空港

2013年3月31日
以降

2015年3月29日
以降

2014年3月30日
以降

2010年10月31日
以降

22.0

30.3

52.3
羽
田

成
田 22.0 27.0 27.0 30.0 約34

50

37.0
41.0 44.7 44.7

約49

約4968.0 71.7 74.7

約83

約100

うち国際線 ６万回
昼 間 ３万回
深夜早朝 ３万回

うち国際線 ９万回
昼 間 ６万回
深夜早朝 ３万回

59.0

首

都

圏

空

港

を
含

め
た

オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
を
実

施

うち国際線 12.9万回
昼 間 9.9万回
深夜早朝 3.0万回

2020年代後半2020年3月29日
以降（現在）

首都圏空港の機能強化 参考



C滑走路 L=3,360m W=60m

A滑走路 L=3,000m W=60m

R5d R6d R7d R8d R9d R10d R11d R12d R13d R14d R15d R16d R17d R18d
2023d 2024d 2025d 2026d 2027d 2028d 2029d 2030d 2031d 2032d 2033d 2034d 2035d 2036d

①-1 JR東アクセス線

①-2 京急引上げ線

①-3 人工地盤

①-4 T2サテライト接続

①-5 T1延伸整備

①-6 Lｖ４自動運転

①-7 旧整備場地区

①-1 JR東アクセス線の整備

①-2 京急引き上げ線の整備

①-3 人工地盤(駐機場拡張)の整備

①-6 Lv4相当自動運転実装のための整備

①-4 T2本館及びサテライトの接続

①-5 T１延伸整備

①-7 旧整備場地区の整備

T1

T2

T3

羽田空港において実施中の主な整備等 参考
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